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((△和 )2)-((扉(i)- (M(i)))2), ただし､m (i)=iLtdi,Mi(i,)･ (3)
ここで､上付の添字 iは初期条件を区別し､<･>はいろいろな初期条件に対する平均を表す.
読(3)がOに向かう速さで､エルゴードに連する速さを知ることができる｡数値計算の結果を図
1に示す｡比較のため､M(i)の時系列がマルコフ的なときに中心極限定理から予想される直線
(-1/i)も示した.この図から､(l)臨界点付近で最もエルゴードに達しにくいこと､(2)M(i)
の時系列はマルコフ的とはみなせないこと､がわかる｡
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